
 

 

 

平成１３年 夏季一時金 

要求・妥結状況調査（最終報告） 

 

 

 

 福岡県生活労働部労働局労働政策課では、県内に事業所をおき労働組合のあ

る企業３００社（従業員数３００人以上の大手１５０社、３００人未満の中小

１５０社）を対象として、毎年、夏季一時金の要求・妥結状況調査を実施して

いる。 

 調査対象企業のうち、回答のあった２６０社について集計を行った結果は次

のとおりである。（集計は、平成１３年１２月１４日現在） 

 

 

１ 平均要求額 

 

 （１）平均要求額は、６２８，０１７円となっている。 

 

 （２）要求額が最も高いのは、新聞放送業で１，２２６，９０１円、次いで 

   非鉄金属製造業７７７，６００円、化学製造業７３１，３７６円、金融

   業７２０，３９２円の順となっている。 

    逆に、最も低いのは、卸売・小売業で４７８，０８４円、木材家具製

   造業４８０，９１７円、次いでゴム製造業５１７，８３１円、輸送機器

   製造業５４９，８４６円の順となっている。 

 

 （３）規模別にみると、大手１３２社の平均要求額は６６３，１２２円とな

   っている。一方、中小１２８社の平均要求額は５９１，８１５円となっ

   ている。 

 

 

 

 
 



２ 平均妥結額 

 

 （１）平均妥結額は、５２２，６０３円、１．９９か月分となっている。前

   年妥結額５２２，５２６円と比べると、額では７７円上回っており、率

   では０．０１％の増となっている。 

 

 （２）妥結額が最も高いのは、新聞放送業で１，１２８，７７６円、次いで

   金融業７０４，６１７円、化学製造業６７５，０７７円、非鉄金属製造

   業６５３，１０５円の順となっている。 

    逆に、最も低いのは、木材家具製造業で３４２，８６８円、次いでゴ

   ム製造業３６８，５３９円、卸売・小売業４２４，１４２円、機械金属

   製造業４２６，２８３円の順となっている。 

 

 （３）対前年増加率が最も高いのは、輸送機器製造業で１０．３９％、次い

   で電気機器製造業８．４５％、非鉄金属製造業１．３３％の順となって

   いる。 

    逆に、最も低いのは、繊維衣服製造業で△９．２２％、次いで卸売・

   小売業△４．８５％、機械金属製造業△４．４６％の順となっている。 

 

 （４）規模別にみると、大手１３２社の平均妥結額は５７７，１０４円 

   （２．０７か月分）で、前年５７０，５６４円を６，５４０円上回って

   いる。対前年増加率は１．１５％の増である。 

    一方、中小１２８社の平均妥結額は４６６，３９８円（１．９０か月

   分）で、前年４７１，３６４円を４，９６６円下回っている。対前年増

   加率は１．０５％の減である。 

    また妥結額は、大手が中小を上回っており、その差は 

   １１０，７０６円である。 

 

 （５）地区別にみると、妥結額は高い方から福岡、北九州、筑後、筑豊の順 

   となっている。大手では福岡、北九州、筑豊、筑後の順となっているが、 

   中小では筑後、福岡、北九州、筑豊の順となっている。 

    妥結額を前年と比較すると、福岡では減少しており、北九州、筑後、

   筑豊では増加している。増加率の高い順に、北九州、筑豊、筑後、福岡 

   の順となっている。 



 

 


